
「「「「タイタイタイタイにににに温泉温泉温泉温泉ブームブームブームブーム到来到来到来到来

～～～～望望望望まれるまれるまれるまれる日本日本日本日本のののの協力協力協力協力とはとはとはとは」」」」

株式会社株式会社株式会社株式会社サンヨーインターナショナルサンヨーインターナショナルサンヨーインターナショナルサンヨーインターナショナル

代表取締役代表取締役代表取締役代表取締役 土橋土橋土橋土橋 告告告告



◆◆◆◆日日日日タイタイタイタイ間双方向間双方向間双方向間双方向によるによるによるによる温泉活用法温泉活用法温泉活用法温泉活用法をををを考考考考えるえるえるえる

日本：インバウンドによる温泉観光地の活性化と、

ウエルネスツーリズムへの進化

タイ：温泉ノウハウと技術移転によるタイの

ウエルネス・メディカルツーリズムの深化



内容内容内容内容内容内容内容内容

１．タイの温泉状況

２．タイはヘルス・メディカルツーリズムの

先進国

３．日本はタイに協力出来るか

４．タイの温泉ブームは日本に益をもたらすか



タイタイタイタイ王国王国王国王国とはとはとはとはタイタイタイタイ王国王国王国王国とはとはとはとは

• 600年に及ぶ交流
• 日米、日中に継ぐ規模の経済交流
• 在留邦人 4.9万人（23年10月時点）

• タイ族を中心とする多民族国家。互いに同化がす

すんでいるので区別は意味をなさない。

• 仏教を基本とする国家だが、他宗教に対するリ
スペクトはする。

• 多文化の受け入れは鷹揚。
• アセアンの中心的な国。
• アジア交通網のハブ。
• 観光先進国。



タイには現在120-130

箇所の源泉がある、

といわれている。

全て自噴のみ。掘削

で温泉を出すことは

禁止。

温泉地帯は、タイ北

部チェンライ地域か

らチェンマイ、タイ

西部ビルマ側に沿っ

てマレー半島へと続

く。



◆◆タイにはチェンライ、チェンマイ、パイ、
メーホンソン、タク、カンペンペット、カン
チャナブリ、ラチャブリ、ラノーン、パンガー、
クラビと北からマレー半島沿いに温泉地帯があ
る。

◆120－130箇所の源泉、全て自然湧出。本格的な
利用されている源泉は少ない、多くは川となっ
て流れて行く。



一般のタイ人の温泉イメージは、足湯と温泉卵

従来、源泉地の地元民が健康・癒しとして伝統

的に利用する以外、タイ人には温浴の習慣は無

い。



お湯に浸かる習慣はあまりなく、

個室（男女別）での温浴か温泉プール

（男女共有水着着用）になる。



近年近年近年近年、、、、経済成長経済成長経済成長経済成長とともにとともにとともにとともに

タイタイタイタイ人人人人ののののツーリズムツーリズムツーリズムツーリズムがががが隆隆隆隆

盛盛盛盛、、、、政府主導政府主導政府主導政府主導ののののウエルネウエルネウエルネウエルネ

スツーリズムスツーリズムスツーリズムスツーリズムによりによりによりにより温泉温泉温泉温泉

にににに着目着目着目着目しししし始始始始めるめるめるめる。。。。

近年近年近年近年、、、、経済成長経済成長経済成長経済成長とともにとともにとともにとともに

タイタイタイタイ人人人人ののののツーリズムツーリズムツーリズムツーリズムがががが隆隆隆隆

盛盛盛盛、、、、政府主導政府主導政府主導政府主導ののののウエルネウエルネウエルネウエルネ

スツーリズムスツーリズムスツーリズムスツーリズムによりによりによりにより温泉温泉温泉温泉

にににに着目着目着目着目しししし始始始始めるめるめるめる。。。。



常時常時常時常時10101010－－－－15151515ｍｍｍｍのののの高高高高さにさにさにさに吹吹吹吹きききき上上上上げるげるげるげる
温泉噴水温泉噴水温泉噴水温泉噴水はははは世界的世界的世界的世界的にもにもにもにも珍珍珍珍しいしいしいしい



ルンアルン温泉 ドイサケット温泉



３年前、サンカンペーンに

「Onsen」という名の日本型

男女別日帰り温泉がオープン



パイ温泉

パーボン温泉



メーホンソンメーホンソンメーホンソンメーホンソンにはにはにはには日本人日本人日本人日本人ももももコンスタントコンスタントコンスタントコンスタントにににに来来来来ているているているている。。。。



プークロン温泉



ワット・ワンカナイ温泉

ヒンダッド温泉



プークルンプークルンプークルンプークルン温泉温泉温泉温泉



タイ最大の温泉町、ラノーンは温泉による

町興しを真剣に考え始めている。

その協力をJETRO経由で日本に求めている

。

源泉源泉源泉源泉7777かかかか所所所所
地域住民は温浴の習慣を持つ。

タイ最大の温泉町、ラノーンは温泉による

町興しを真剣に考え始めている。

その協力をJETRO経由で日本に求めている

。

源泉源泉源泉源泉7777かかかか所所所所
地域住民は温浴の習慣を持つ。





・タイの温泉町として昔から有名

・源泉から各ホテルに温泉が引かれている。

・客室、バスルームのお湯も温泉を利用して

いるホテルも有。







大小様々の湯船がジャングルの中に点在。

脇を流れる清流で火照った身体を冷やすと、

魚達が寄ってきて天然のフィッシュスパ。





各所各所各所各所にににに見見見見ごたえのあるごたえのあるごたえのあるごたえのある滝滝滝滝もももも

多多多多くくくくガオガオガオガオ滝滝滝滝はははは恐恐恐恐らくらくらくらくタイタイタイタイでででで

落差一番落差一番落差一番落差一番とととと思思思思われるわれるわれるわれる。。。。



町町町町のののの南南南南にはにはにはには大大大大マングローブマングローブマングローブマングローブ

地帯地帯地帯地帯がががが広広広広がりがりがりがり、、、、ユネスコユネスコユネスコユネスコ生生生生

物圏保護区物圏保護区物圏保護区物圏保護区にににに指定指定指定指定されていされていされていされてい

るるるる。。。。鬱蒼鬱蒼鬱蒼鬱蒼たるたるたるたる熱帯雨林熱帯雨林熱帯雨林熱帯雨林がががが町町町町

とととと接接接接しているしているしているしている。。。。



ラマラマラマラマ5555世世世世ののののパレスパレスパレスパレス

チノポートギーの古い街

並みの再評価で、洒落た

ショップやブティックホ

テルに変身



既に多くのリゾートが

あるが、市内に泊って

日帰りコースもある。



•商工会議所商工会議所商工会議所商工会議所にににに温泉部会温泉部会温泉部会温泉部会があるがあるがあるがある

•巷巷巷巷ではではではでは世界世界世界世界3333大良質泉大良質泉大良質泉大良質泉のののの温泉温泉温泉温泉といわれるがといわれるがといわれるがといわれるが本当本当本当本当かかかか

•温泉温泉温泉温泉のののの知識知識知識知識をををを得得得得たいたいたいたい
•温泉温泉温泉温泉のののの利用法利用法利用法利用法をををを知知知知りたいりたいりたいりたい

•もっともっともっともっと良良良良いいいい温泉施設温泉施設温泉施設温泉施設をををを作作作作りたいりたいりたいりたい

•温泉観光地温泉観光地温泉観光地温泉観光地としてもっととしてもっととしてもっととしてもっと売売売売りりりり出出出出したいしたいしたいしたい

•日本日本日本日本のののの協力協力協力協力をををを得得得得たいたいたいたい

•県はインフラを整備する意向はある
•温泉知識のある客はバンコクからやってくる
•観光地としての素材は温泉以外にも豊富
•自然が豊富
•隠れビーチリゾートにヨーロッパ人はやってくる

・・・・クリアークリアークリアークリアーすべきすべきすべきすべき問題点問題点問題点問題点

・・・・地元民間企業地元民間企業地元民間企業地元民間企業のののの資金不足資金不足資金不足資金不足

・・・・アクセスアクセスアクセスアクセスがががが良良良良くないくないくないくない

・・・・観光地観光地観光地観光地としてのとしてのとしてのとしての告知不足告知不足告知不足告知不足



温泉水はラノーンからの運び湯

日本人よりタイ人のお客の方が多い。



ホットスプリングホットスプリングホットスプリングホットスプリング・・・・ビーチリゾートビーチリゾートビーチリゾートビーチリゾート＆＆＆＆スパスパスパスパ

温泉利用のリゾートホテルが増えつつある。



メディカルメディカルメディカルメディカル・・・・ウエルネスツーリズムウエルネスツーリズムウエルネスツーリズムウエルネスツーリズムのののの視点視点視点視点

からからからから温泉利用温泉利用温泉利用温泉利用をををを志向志向志向志向するするするする

・1994年 バンヤンツリースパがオープン、

スパブームの開始

・1995年 チバソムがオープン、ウエルネススパの開始

・2001年 セント・カルロス病院が統合メディカルスパ

を開始

・2003年 タクシン政権によるメディカル・ウエルネス

ツーリズムのハブ宣言

・2013年 保健省・観光省・タイスパ協会が水・温泉の

積極的利用を宣言

タイは官民一体となり一旦動き始めると早い。





◆◆◆◆メディカルツーリズムメディカルツーリズムメディカルツーリズムメディカルツーリズムのののの経済規模経済規模経済規模経済規模

2004200420042004年年年年400400400400億円億円億円億円、、、、2012201220122012年年年年1,0001,0001,0001,000億円億円億円億円

◆◆◆◆メディカルツーリズムメディカルツーリズムメディカルツーリズムメディカルツーリズムでででで選選選選ばれるばれるばれるばれるデスティデスティデスティデスティ

ネーションネーションネーションネーションのののの三大要素三大要素三大要素三大要素

コストコストコストコスト、、、、先端医療先端医療先端医療先端医療、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション



Cost saving 
• Brazil: 25-40% 

• Costa Rica: 40-65% 

• India: 65-90% 

• Korea: 30-45% 

• Malaysia: 65-80% 

• Mexico: 40-65% 

• Singapore: 30-45% 

• Taiwan: 40-55% 

• Thailand: 50-70% 

• Turkey: 50-65% 

医療費医療費医療費医療費のみではなくのみではなくのみではなくのみではなく、、、、

家族家族家族家族をををを含含含含むむむむ滞在費滞在費滞在費滞在費のののの安安安安ささささ。。。。

資料資料資料資料のののの中中中中にはにはにはには日本日本日本日本はははは入入入入っていっていっていってい

ないないないない。。。。



High Level 

世界基準世界基準世界基準世界基準のののの医療施設医療施設医療施設医療施設

JCIJCIJCIJCIとはとはとはとは



◆米国の医療施設を対象とした第三者評価

機関Joint Commission（元JCAHO：1951年

設立）の国際部門として1998年に設立さ

れた、国際非営利団体 Joint Commission 

Internationalの略称。

◆本部はシカゴにあり、ミラノ、ドバイ、

シンガポールに支部がある。



世界中どこでも通用する基準や指標をもとにし

た、「患者安全」「感染管理」「医療の質」など

に対する審査の妥当性や有効性が高く評価され、

これまでに世界50カ国450の医療施設がJCIの認証

を取得。

アジアではタイ、シンガポールやインドを筆頭に

、台湾中国、韓国などの医療施設が積極的にJCI認

証取得に向けて動いているのに対し、わが国でJCI

認証を取得した病院は、亀田総合病院とNTT東日本

関東病院、聖路加病院、相澤病院相澤病院相澤病院相澤病院、、、、聖隷浜松病院、、、、

の6施設のみ。（13年3月時）

タイタイタイタイはははは47474747病院病院病院病院
JCI sets Clinical Care Program Certification standards (CCPC)



No waiting lists 

�各国言語に対応したスタッフが充実

�日本人スタッフ採用の病院は多い
◆◆◆◆ Thailand’s medical technology is

state-of-the-art 最先端医療技術

◆◆◆◆医療サービスの科目に

Holistic / Anti-Ageing, Medical 

& Wellness Spaが必ずある。
その為の温泉の活用を模索している。



検討例検討例検討例検討例検討例検討例検討例検討例

形式形式形式形式 医療医療医療医療サービスサービスサービスサービス付付付付きききき温泉温泉温泉温泉リゾートリゾートリゾートリゾート

場所場所場所場所 チェンマイチェンマイチェンマイチェンマイ県県県県 サンカムペーンサンカムペーンサンカムペーンサンカムペーン郡郡郡郡

敷地敷地敷地敷地 ９６００９６００９６００９６００平方平方平方平方メートルメートルメートルメートル

経営経営経営経営 Sirivej Medical Co. Ltd. Sirivej Medical Co. Ltd. Sirivej Medical Co. Ltd. Sirivej Medical Co. Ltd. 

ラジャヴェーチェンマイラジャヴェーチェンマイラジャヴェーチェンマイラジャヴェーチェンマイ病院病院病院病院がががが母体母体母体母体

現在企画段階現在企画段階現在企画段階現在企画段階だがだがだがだが、、、、タイタイタイタイにおけるにおけるにおけるにおける参考例参考例参考例参考例がなくがなくがなくがなくフィフィフィフィ

ジビリティースタディージビリティースタディージビリティースタディージビリティースタディーまではまではまではまでは進進進進んでいないんでいないんでいないんでいない。。。。

北北北北タイタイタイタイ在住日本人在住日本人在住日本人在住日本人がががが良良良良くくくく利用利用利用利用するするするする病院病院病院病院



進行中進行中進行中進行中のののの具体例具体例具体例具体例進行中進行中進行中進行中のののの具体例具体例具体例具体例

場所場所場所場所 チェンマイチェンマイチェンマイチェンマイ県県県県 チェンマイチェンマイチェンマイチェンマイ市市市市

Rarinjinda Wellness Spa Resort

◆アーユルヴェーダ医師が常駐しアジア

の伝統療法を導入

◆既存施設に温泉を導入し、温浴療法を

メニューに追加





場所：プーケット県パトン

Rarinjinda Wellness Spa

◆敷地後方に温泉

を導入し、本格

的な温浴施設３

階建を新たに

建築

◆6000㎡規模を

予定



◆ラリンジンダが先行出来る理由

a.日本の温泉・温浴文化を既に知る

b.経営陣の複数ファミリーの姉弟が日本留学経験

c.マネジメントが度々日本を訪れ温浴を体験する

d.温泉導入にあたり複数回、温泉地や都心・住宅地の日

帰り温泉を更に視察体験

e. 日本の温浴事業者、設計会社に基本デザインを発注

◆検討課題

a.人工温泉にも着目

b.男女別温泉利用の大型浴槽を採用

c.c.c.c.ターゲットターゲットターゲットターゲットををををタイタイタイタイ人人人人にににに限定限定限定限定せずせずせずせず

d.水着着用のハイドロプール、エンターテイメント性



運営中運営中運営中運営中運営中運営中運営中運営中

• 場所 バンコク市内
• Yunomori Onsen Spa
• 日本の温浴・温泉文化を紹介する貢献度は高い
• ラノン温泉の運び湯





• 徐々に温泉の話題

と施設が出来始め、

温泉利用の機運が

生まれつつあり。

• 素人が見よう見まねで手掛けた温泉利用の日本型温浴施設
• ビジネス的には成功。
• ターゲットマケット：タイ人60％、日本人30％、
その他外国人10％

• タイ人は日本文化の体験が出来ることを喜んでいる。
• しかし、ソフト・ハード供に問題は頻発気味。



日本日本日本日本のののの協力協力協力協力のありのありのありのあり方方方方

◆タイ一般人の習慣
• タイ人は温泉が身体に良いことは何となく理解はし
ている。しかし、具体的な効能・効果の知識は無い。
• 温浴習慣を持たないので温泉の利用法を知らない。
• 個室以外、裸での入浴はしない。
• 若い女性は人前では入浴しない。プールすら入らず
水着を着ることも無い。

◆温泉利用の啓蒙活動が必要
• インバウンド効果による温泉文化の伝播
• 温泉の効能・効果を伝える
• タイ人の趣向に合わせた温浴文化を提案



ツーリズムツーリズムツーリズムツーリズムによりによりによりにより温泉文化温泉文化温泉文化温泉文化をををを伝伝伝伝えるえるえるえる

• 日本入国者数 2012年 全体数 8,358,105人

• タイ人260,640人 伸び率79,8% 

• 13年1-5月18.1万人のタイ人が訪日、前年同期比53%増
（最も期待されていた中国マーケット43.7人28%減と対照的）

• 7月1日より、タイ人の観光ビザは免除になった。

• 今後更に大勢のタイ人が日本にやってくる。

• 英語が出来る人が多い。

• 一般的にタイ人は常識のルールをわきまえ、旅行マナー

が良い。他の客やその施設に迷惑になるようなことはし

ない。他文化に対してリスペクトする。

• 温泉観光地はタイマーケットに積極的になるべき

• タイ入国者数2012年、全体数 22,353,903人、日本人1,373,716人



タイタイタイタイのののの温泉温泉温泉温泉ブームブームブームブームはははは日本日本日本日本にににに益益益益をもたらすかをもたらすかをもたらすかをもたらすか

• 来日タイ人の増加に伴い、日本の温泉に対する認

知度は上昇

• 親日度は高く、日本文化に対する興味は大、温泉

にも興味は大

• タイ人客による温泉リゾートの活性化、温泉地で

は露天風呂付きの部屋に泊る

• ヘルスリゾート・メディカルスパのノウハウを逆

輸入

• サービススタンダードのアップグレード

• 国際化



技術支援技術支援技術支援技術支援技術支援技術支援技術支援技術支援

• 温浴施設の設計者がいない。⇒ 日本の設計者

の登場

• 温浴用の水処理・濾過機が無い。⇒ 日本から

の輸出（源泉地ではかけ流しが一般的で運び湯の場合、今後運

び湯が増えると思われる）

• 輸入してもメンテナンス出来る会社が無い。⇒
日本企業のタイ進出



ソフトソフトソフトソフト支援支援支援支援ソフトソフトソフトソフト支援支援支援支援

•温泉法導入

•温泉活用法のアドバイス

•温泉入浴指導員制導入

•温泉（バルネオ）セラピスト養成



◆World Spa & Well-being Convention

今年のテーマは「ヒーリング・ウォーター」

• タイ政府協賛恒例のスパ会議・展示会 9月18－21日

• 過去アジアのスパは水（温泉）をあまり重要視してこな

かったが、スパ本来の水に回帰し健康を考える。

• 18日・19日のコンベンションは水を科学し水の利用法を

学習する。

• 21日は温泉事業起業家のためのワークショップ

• 午前、日本の講演者・パネラーを希望

• 午後、タイ政府各省庁を含むフォーラム

• これによりタイの温泉ブームは確実に始まる。

• 日本は傍観者で良いのだろうか？


